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自己紹介 もともとは医学記者でした

もとは、生命科学の研究者志望。 わけあって朝日新聞へ。

科学部へ。「みんなの健康」を１０年
「善玉コレステロール」という言葉を発明o(^^o) (o^^o) (o^^)o 
調査報道「日赤産院名誉院長連続手術ミス事件」
当時のメディアの流れにに逆らって「必要なかった和田心臓移植」
薬効のいいかげんな理屈「雨乞いの論理」「３たの論理」を追放する記事
製薬会社・広告部との攻防

論説委員になって厚生行政も担当
「寝たきり老人」という言葉・概念が日本にしかないことを発見w(゜o゜)w ⇒
「痴呆薬を洗い直せ」キャンペーン

福祉と医療・現場と政策をつなぐ志の縁結び係＆小間使いとして
えにしメール４０００人／えにしのHP／今年22回目の「えにし」を結ぶ会

世界の人口の２％の日本に世界の２０％の精神病院
世界の常識に逆らう認知症政策／きょうも１万人が精神病院で身体拘束
「子宮頸がんワクチン」への理不尽な政策

えにしメールで伝えようとしていること
マスメディアが報じようとしない大事なことを知らせる
政治献金⇒政治力⇒厚生行政⇒この構造を知らせる たとえば、精神病院・認知症・薬害



このような基本情報さえ、伝えないメディア

副反応疑い報告
（100万接種あたり）
HPV 355.8
4種混合 36.6
風疹 28.5
日本脳炎 23.9

子宮頸癌は検診で前癌病変で
発見できる 珍しいがん
早期発見で赤ちゃんも産める

女性にとっては、乳癌、大腸癌
肺がんの方がずっと怖い

ワクチンが仮に聞くとしても
防げるのはウイルスの半数の型
2年に１回子宮頸がん検診が必要

えにしのHP（「ゆきえにし」ででてきます）。その中の
「子宮頸ガン予防？」ワクチンの部屋基礎的情報
http://www.yuki‐enishi.com/kusuri/keigan‐00.html



子宮頸がんとウイルスの関係を、
たぶん、社説で初めて紹介

★★1984年9月28日の朝日新聞社説で、

「妻やごく親しい女性を子宮頸癌がんにかからせてしまう
物騒な男性がいるという研究結果が最近出た。
浮気な夫の妻ほど子宮頸がんにかかりやすいという。
この男性たちが、イボをつくるウイルスとして知られる
パピローマがウイルスを女性から女性へ運んでいるらしい」

重要なことは、このウイルスは、
空気感染などしないということ

家庭争議がおこらないように苦労して書いた社説



私：「HPV ワクチンの早期承認と公費負担の実現を図る
「子宮頸ガン征圧をめざす専門家会議」 がスタートし、
モナコの学会にジャーナリストたちが招待されました。
利益相反が始まる兆しではないでしょうか？

小児科医：僕個人は、ワクチンしておけば確実に死ななかったのに、してなかった

ために死んだ子は、何10人と看取っています。
一方、ワクチンで障害を受けたと思われる 子も数人、障害者の専門病院で対応し
たことがあります。数でいうと死んだ子のほうが、障害を受けた子より多い

私：ご経験になっている感染症と違い、
がんは、早期発見・早期治療で死を免れることができます。
「ワクチンしておけば確実に死ななかったのに、してなかったために死んだ」
という種類の感染症と、この「ワクチン」は、
事情が違います。

★★発端は、ジャーナリストと製薬会社の不適切な関係
2010年2 月 26 日

医師たちのＭＬ[fmj2][00649] でのやりとり・・・・
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このコラムを書いたのは

子宮頸がん検診は
「ワクチン」と違って

安全で、予防効果が実証されている
◆がんになる前の「前がん病変」の段階で

見つけることができる →がんを減らす効果がある
◆すべてのHPVウイルス型に有効

→ワクチンは16型18型だけ、しかも限定的
◆すでに感染した人も有効

→ワクチンはすでに感染した人には無効
◆副反応も副作用も起きない
◆早期発見・早期治療すれば死を避けられる
◆◇◆にもかかわらず、

産婦人科医も厚生労働省も消極的。なぜ?



女性が受けやすいように
イギリスでは女性の看護師が普通のベッドで検診

BBCのスタジオで紹介



この後遺症の特徴：時間経過に伴う症候の進展と拡大

Cervarix/Gardasil
vaccination

全身痛・関節痛
しびれ・倦怠感
頭痛

だるさ
脱力・筋力低下
睡眠発作
不随意運動

少食肥満
便秘・下痢の反復
立ち眩み・めまい
手掌異常発汗
ひどい車酔い

生理不順
不正性器出血
黒い経血・塊
Hot‐flashes

感覚器障害
光過敏
音過敏
嗅覚過敏

若年性線維筋痛症様
( or CRPS様)

運動器機能障害

自律神経障害（POTS様）

中枢性内分泌障害

（時間）

（症候の程度）

歩行障害
生活障害

学力低下
登校障害
学修障害
転校・退学

高次脳機能障害
（認知症様）

無気力
集中力低下
記憶障害
計算・漢字健忘
幻視・幻覚
相貌失認
空間失認

HANS: Human Papillomavirus Vaccine-associated Neuroimmunopathic Syndrome



K.Y. 14歳, 女性

1年 2年ワクチン接種

近
医
受
診 大

学
病
院

神
経
内
科
受
診

大
学
病
院

小
児
科
受
診

ク
リ
ニ
ッ
ク

リ
ウ
マ
チ
科
受
診

大
学
病
院

神
経
内
科
入
院

公
立
病
院

神
経
内
科
受
診

大
学
病
院

神
経
内
科
受
診

総
合
病
院
受
診

総
合
病
院
受
診

総
合
病
院
受
診

総
合
病
院
受
診

近
医
受
診 総

合
病
院
受
診

過呼吸

身体の震え

筋力低下
脱力

睡眠障害

記憶障害
学力低下

股関節痛

パニック
救急搬送

腹痛

視野狭窄

杖歩行
失神

車椅子

若年性線維筋痛症

全身疼痛

車椅子
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霞が関アーバンクリニック



N.S. 15歳, 女性

1年 2年ワクチン接種 3年
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膝の違和感
膝痛

足痛
関節痛

疲労感
体力低下

全身疼痛

車椅子

光過敏

関節リウマチ
杖歩行

筋力低下
脱力
腕痛

睡眠障害
食欲不振

倦怠感
羞明

発疹
頭痛

手指痛
学力低下

集中力低下

12歳 12歳 13歳

サーバリックス
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T.T. 20歳, 女性
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喘息
発熱

しびれ
倦怠感
頭痛

筋肉痛
顎痛

下痢・便秘
膝痛
脱力

こわばり
視力低下
記憶障害

関節痛
相貌失認

股関節痛 体重減少
腰痛
踵痛

全身疼痛
月経異常

線維筋痛症
背部痛
車椅子

味覚障害
脊椎関節炎

難聴
筋力低下

温度感覚異常
食物アレルギー

むずむず脚症候群
光過敏
硬直 痙攣

脱毛 寝たきり

17歳 17歳 18歳
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後遺症（ A S） 臨床症状の症候的分類と頻度
(n=10)

後遺症（HANS）：臨床症状の症候的分類と頻度
(n=10)
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低体温 <36℃
手掌の異常発汗

学力低下

発熱

登校障害

徘徊

暴言

幻視・幻聴

過食症

けいれん発作

妄想

光過敏・羞明感

他人の視線が気になる

見当識障害

音過敏

過剰な不安感・焦燥感

集中力の低下

めまい・失神

記憶障害

睡眠障害

突然眠くなり寝る

生活意識の低下・無気力

過量出欠

生理不順

喘息の再発

呼吸困難・過呼吸

過敏性腸症候群
慢性腹痛

便秘・下痢の繰り返し

不随意運動

筋痛・筋力低下

関節痛・関節炎

しびれ

だるさ・脱力感

慢性頭痛

全身痛
疼痛性障害

運動機能障害

消化器機能障害

呼吸機能障害

内分泌機能障害

高次脳機能障害

その他

（％）

発作

出血

横浜市立大学小児科



後遺症（ HANS） 88症例の呈した臨床症状の種類と人数

臨
床

症
状

人数（人）

頻度の高い20症状

1 頭痛
2 倦怠感
3 疲労感
4 脱力
5 しびれ
6 意識障害
7 筋力低下
8 記憶障害
9 全身疼痛

10  学力低下

11 歩行障害
12 生理異常
13 腹痛
14 関節痛
15 便秘・下痢の反復
16 集中力低下
17 めまい
18 線維筋痛症と診断
19 過呼吸
20  羞明（光過敏）

（肩、膝、腕の関節痛は「関節痛」として一括した）

（難病治療研究振興財団のまとめ）
霞が関アーバンクリニック



人数（人）

臨
床

症
状

の
重

複
数

） 例 数後遺症（HANS） 88症例の症状の重複数

 一人の患者で10～29症状を重複する。
 個々の症状が悪化・改善を繰り返す。
 時間経過と共に主要症状が変化する。

（難病治療研究振興財団のまとめ）

⇒ 一つの診断名で切り取るのは不可能！

霞が関アーバンクリニック
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★★2014年４月19日
福祉と医療・現場と政策の「新たなえにし」を結ぶ会



第１章 子宮頸がんワクチンに見る利益相反
検討委員は誰の味方？／「専門家会議」の利益相反／政治家は、こう動く
宣伝に貢献したジャーナリズム／ＷＨＯあなたまで！／ロビイストはこう暗躍する

第２章 医療界が溺れてしまう構造
第３章 犠牲になる患者たち
第４章 メディアが共犯者になる…地獄への道は、善意の小石で敷きつめられている
第５章 癒着を引きはがす処方箋

３時間半、席を立つひとがいなかった夜の部

このシンポジウムの記録は、えにしのHP （「ゆきえにし」で、出て
きます）の「ことしもまた「えにし」の会の部屋 2014」を
http://www.yuki-enishi.com/enishi/enishi-00.html#2014



キノホルムをやめたら……スモンがなくなった
サリドマイド剤の発売をやめたら・・・フォコメリアの赤ちゃんが激減した
ウイルスが生きている非加熱製剤をやめたら・・・薬害エイズは、なくなった
健康局長通知が出たら症状発現が激減…それなのに、なぜ再開？？





子宮頸がんワクチン問題～社会・法・科学（みすず書房）



副作用は薬が起こす・薬害は人が起こす

• キノホルムの販売を中止したら……スモンという病氣はなくなりました
製薬会社は「ウイルス原因説」をもちだして反論。被害者をふやす結果を招きました

• サリドマイドの発売をやめたら・・・フォコメリアの赤ちゃんが激減。
「妊婦にも安全」と広告。メディアも厚生省も、海外の報告を無視。

• 海外より10カ月遅れたために防げたはずの被害児が約100人 生まれてしまいました

• 生きたウイルスが入っている非加熱製剤。やめたら・・・薬害エイズは発生しなくなりました
• 加熱製剤を当時つくれなかった日本の製薬会社を保護するために、

厚生省は危険な製剤の中止を２年送らせ、そのために、1000人以上が感染

・子宮頸がんワクチンの場合
治療薬と違って、打たれるのは、健康な少女たち

１学年60万人 費用１人５万円 1学年で３００億円が
税金から製薬会社に
（打った医師には、1人１万４０００円）

・薬害を引き起こす四位一体 製薬会社・専門医・政治家・行政

細田博之・衆院議長（ＨＰＶワクチンの積極的勧奨再開を目指す議員連盟会長)⇒総理と厚生労大臣に
「再開しないと期限切れで廃棄することになり、メーカーに迷惑」

公明党 副代表・松あきら議員が強力に推進
（議員の夫は、サーバリックスを発売する英国のグラクソ・スミスクラインの顧問弁護士）
（その後、公明党幹部のお孫さんが、子宮頸がんワクチン後遺症に。涙ぐむ幹部）



ゆきえにしネットhttp://www.yuki‐enishi.com/
をクリックするとこのような情報が


